
地球温暖化、海洋プラスチックごみといった環境問題から、貧困、紛争、感染症など、人類は、これまでになかったような数多

くの課題に直面しています。スターバックスが紙製のストローを導入したり、スーパーではレジ袋を有料化したりするなど、私

たちの生活にもサステナブルな取組みが浸透してきました。そんな世の中の大きな変化を踏まえて、今回は「サステナブルカン

パニー」について、考えてみます。

「サステナブルカンパニー」とは、社会に求められ、長く愛される「いい会社」です。そもそも、

「いい会社」とはどんな会社でしょうか？これは、会社、社員、顧客、株主、地域社会など、

立場や目的によっても変わりますが、「いい会社」の例としては、以下のようなものが考えられます。

1．本当の意味で社会に役立つ会社（社会インフラを支える、緊急時に求められる、社会課題の解決、人を大切にする）

2．他者が簡単に真似の出来ない仕組みがある会社（長年の信頼関係、非常識で手間暇かかるサービス）

3．情報発信を丁寧に行い、社会やお客にオープンな会社（人が集まる「場」、お客への啓蒙、新しいライフスタイルの創造）

4．多様な人材、異質な人材を活かす会社（転職・再雇用自由、定年なし、多能工、障害者雇用、ママさん雇用、親子雇用）

次に、「サステナブルカンパニー」に必要な3つのキーワードとして、「感動」「参加」「信頼」を挙げたいと思います。

SONYは企業のパーパス（存在意義）を「クリエイティビティとテクノロジーの力で、世界を感動で満たす。」として業績がV字

回復しました。また、立命館大学とヤマハが「感動を科学する」共同研究を開始するなど「感動」が企業と顧客をつなぐ重要な

ツールとなっています。「参加」は、顧客が商品開発に参加したり、顧客が集まる「場」を提供する動きも増えてきています。

最も重要なのは「信頼」ですが、今年も不正、改ざん、ハラスメントなど、多くの事件がありました。商品づくりから価値観づ

くりの時代へ移行する中で、ビジネスも単なるモノではなく、コト、さらにはイミやカタを売る必要があります。その時に、

信頼関係がないと、お客さまからは選んでもらうことは難しいでしょう。信頼関係をつくることは時間のかかることですが、

失うことは一瞬です。

弊社も社員一同、日々の業務に誠心誠意向き合い、お客さまや社会に必要とされる会社になれるよう、「サステナブルカンパニ

ー」を目指して参ります。

あ～、夢のような時間が終わってしまいました。サッカーのW杯の話です。

メッシがトロフィーを持ちあげた瞬間は、長年待ち焦がれていたわが子を持

ち上げているような表情でした！アルゼンチンでの喚起と熱狂ぶりは本当に

すごい！仕事を辞めてしまう人もいるくらいですから。「感動」できる人

生って素晴らしいなと思います。2023年は感動する年になるでしょうか？
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編集後記

みなさまの声をお聞かせ下さい
資源物リサイクルを通して、環境保全に貢献することを目指す当社では、サービス向上のためにも皆さまからのご意見、ご要望をお待ちしています。

「サステナブルカンパニー」について考える

～前に進むための言葉 “一語一会”～

「秘する花を知ること。秘すれば花なり。秘せずば花なるべからず。」
-世阿弥『風姿花伝』-

※11/30現在

当社への持ち込み1件あたり10円を寄付

ユニセフへの
累計寄付金額

633,220円
※ 

過去のニュース
レターもチェック
できます！

9月28日にISO14001の更新審査がありました。審査員からは、法規制順守、安全対策、環境経営に対す

る取組みを評価して頂きました。自然災害や新型コロナウイルスがもたらす社会の大きな変化をビジネス機会と

捉えて、持続的な成長に向けてチャレンジしていきたいと考えています。

弊社は平成16年にISO14001を導入致しましたが、初心に帰って取り組んで参る所存です。新しい許可証

は弊社ホームページかダウンロードすることができます。

ISO14001の更新審査を受けました
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